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本
号
で
公
布
さ
れ
た

法
令
の
あ
ら
ま
し

政

令
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８

行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用

に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項

に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
行
う

印
鑑
の
証
明
書
の
交
付
の
請
求
に
関
す
る
手
数
料
を

改
め
る
こ
と
と
し
、
当
該
証
明
書
を
窓
口
で
交
付
す

る
場
合
の
手
数
料
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
〇

条
第
二
項
関
係
）

９

商
業
登
記
法
第
四
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
、

本
店
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
登
記
所
を
経
由
し
て
行

う
支
店
の
所
在
地
に
お
い
て
す
る
登
記
の
申
請
に
つ

い
て
の
手
数
料
を
改
め
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
二
条

関
係
）

10

電
気
通
信
回
線
に
よ
る
登
記
情
報
の
提
供
に
関
す

る
法
律
に
よ
る
登
記
情
報
並
び
に
地
図
等
及
び
土
地

所
在
図
等
が
記
録
さ
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
て

い
る
情
報
の
提
供
に
つ
い
て
の
手
数
料
を
改
め
る
こ

と
と
し
た
。（
第
一
三
条
第
二
号
〜
第
四
号
関
係
）

11

後
見
登
記
等
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
登
記
の
嘱
託

に
つ
い
て
の
手
数
料
を
改
め
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一

四
条
〜
第
一
八
条
関
係
）

二

鉱
害
賠
償
登
録
令
の
改
正
関
係

鉱
害
賠
償
登
録
簿
の
謄
本
又
は
抄
本
の
交
付
に
つ
い

て
の
手
数
料
を
改
め
る
こ
と
と
し
た
。（
第
八
条
第
二
項

関
係
）

三

抵
当
証
券
法
施
行
令
の
改
正
関
係

抵
当
証
券
の
控
え
の
謄
本
又
は
抄
本
の
交
付
に
つ
い

て
の
手
数
料
を
改
め
る
こ
と
と
し
た
。（
第
八
条
第
一
項

関
係
）

四

登
記
手
数
料
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成

一
二
年
政
令
第
二
五
号
）
の
一
部
改
正
関
係

後
見
登
記
等
に
関
す
る
法
律
附
則
第
二
条
第
一
項
又

は
第
二
項
の
登
記
の
申
請
に
つ
い
て
の
手
数
料
を
改
め

る
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第
二
条
関
係
）

五

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

¶
¶
¸
¹
º
»
¼
¶
¶

（
登
記
手
数
料
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

登
記
手
数
料
令
（
昭
和
二
十
四
年
政
令
第
百
四

十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
本
文
中
「
千
円
」
を
「
七
百
円
」
に

改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
十
枚
」
を
「
五
十
枚
」に
、

「
千
円
」
を
「
七
百
円
」
に
、「
五
枚
」
を
「
五
十
枚
」

に
、「
二
百
円
」
を
「
百
円
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
た

だ
し
書
中
「
五
枚
」
を
「
五
十
枚
」
に
、「
百
円
を
」
を

「
五
十
円
を
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
本
文
中「
千
円
」

を
「
七
百
円
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
十
枚
」

を
「
五
十
枚
」
に
、「
千
円
」
を
「
七
百
円
」に
、「
五
枚
」

を
「
五
十
枚
」
に
、「
二
百
円
」
を
「
百
円
」
に
改
め
、

同
条
第
八
項
本
文
中
「
五
百
円
」
を
「
三
百
五
十
円
」

に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
五
枚
」
を
「
五
十
枚
」

に
、「
五
百
円
」
を
「
三
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
条
第

九
項
第
一
号
本
文
中
「
八
百
円
」
を
「
五
百
五
十
円
」

に
改
め
、
同
号
た
だ
し
書
中
「
十
枚
」
を
「
五
十
枚
」

に
、「
八
百
円
」
を
「
五
百
五
十
円
」
に
、「
五
枚
」を「
五

十
枚
」
に
、「
二
百
円
」
を
「
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第

二
号
中
「
四
百
円
」
を
「
三
百
円
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
一
項
本
文
中「（
当
該
登
記
事
項
証
明
書
の

送
付
を
求
め
る
場
合
に
限
る
。）」
を
削
り
、「
七
百
円
」

を
「
五
百
五
十
円
（
当
該
登
記
事
項
証
明
書
の
送
付
を

求
め
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
五
百
七
十
円
）」に
改
め
、

同
項
た
だ
し
書
中
「
十
枚
」
を
「
五
十
枚
」
に
、「
七
百

円
」
を
「
五
百
五
十
円
（
当
該
登
記
事
項
証
明
書
の
送

付
を
求
め
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
五
百
七
十
円
）」に
、

「
五
枚
」
を
「
五
十
枚
」
に
、「
二
百
円
」
を
「
百
円
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中「（
当
該
書
面
の

送
付
を
求
め
る
場
合
に
限
る
。）」
を
削
り
、
同
条
第
四

項
第
五
号
本
文
中
「
五
百
円
」
を
「
三
百
円
（
当
該
概

要
記
録
事
項
証
明
書
の
送
付
を
求
め
る
場
合
に
あ
つ
て

は
、
三
百
二
十
円
）」に
改
め
、
同
号
た
だ
し
書
中
「
五

枚
」
を
「
五
十
枚
」
に
、「
五
百
円
」
を
「
三
百
円
（
当

該
概
要
記
録
事
項
証
明
書
の
送
付
を
求
め
る
場
合
に
あ

つ
て
は
、
三
百
二
十
円
）」に
改
め
、
同
条
第
五
項
第
一

号
中
「
四
百
九
十
円
」
を
「
三
百
八
十
円
」に
、「
十
枚
」

を
「
五
十
枚
」
に
、「
五
枚
」
を
「
五
十
枚
」
に
、「
二
百

円
」
を
「
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
三
百
三

十
円
」
を
「
三
百
円
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
五
号
中
「
四
百
四
十
円
」
を
「
三
百
二
十

円
」
に
改
め
、
同
条
第
六
号
中
「
二
百
八
十
円
」を「
二

百
四
十
円
」
に
改
め
る
。

第
九
条
第
一
項
本
文
中
「
千
円
」
を
「
六
百
円
」
に

改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
十
枚
」
を
「
五
十
枚
」に
、

「
千
円
」
を
「
六
百
円
」
に
、「
五
枚
」
を
「
五
十
枚
」

に
、「
二
百
円
」
を
「
百
円
」
に
改
め
る
。

第
十
条
第
二
項
中「（
当
該
印
鑑
の
証
明
書
の
送
付
を

求
め
る
場
合
に
限
る
。）」
を
削
り
、「
五
百
円
」
を
「
四

百
四
十
円
（
当
該
印
鑑
の
証
明
書
の
送
付
を
求
め
る
場

合
に
あ
つ
て
は
、
四
百
六
十
円
）」に
改
め
る
。

第
十
二
条
中
「
六
百
円
」
を
「
三
百
円
」に
改
め
る
。

第
十
三
条
第
二
号
中
「
四
百
円
」
を
「
百
七
十
円
」

に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
四
百
三
十
円
」
を
「
四
百

十
円
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
中
「
四
百
四
十
円
」
を

「
三
百
八
十
円
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
第
一
項
中
「
四
千
円
」
を「
二
千
六
百
円
」

に
改
め
る
。

第
十
五
条
第
一
項
中
「
二
千
円
」
を
「
千
四
百
円
」

に
改
め
る
。

第
十
六
条
第
一
項
中
「
四
千
円
」
を「
二
千
六
百
円
」

に
改
め
る
。

第
十
七
条
第
一
項
及
び
第
十
八
条
第
一
項
中
「
二
千

円
」
を
「
千
四
百
円
」
に
改
め
る
。

◇
登
記
手
数
料
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第

二
〇
号
）（
法
務
省
）

一

登
記
手
数
料
令
の
一
部
改
正
関
係

１

登
記
事
項
証
明
書
又
は
登
記
簿
の
謄
本
若
し
く
は

抄
本
の
交
付
に
つ
い
て
の
手
数
料
を
改
め
る
こ
と
と

し
た
。（
第
二
条
第
一
項
及
び
第
五
項
関
係
）

２

登
記
事
項
要
約
書
の
交
付
に
つ
い
て
の
手
数
料
を

改
め
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
第
二
項
関
係
）

３

概
要
記
録
事
項
証
明
書
の
交
付
に
つ
い
て
の
手
数

料
を
改
め
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
第
八
項
関
係
）

４

登
記
所
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
請
求
人
の

使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
を
電
気
通
信
回
線
で
接

続
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
行
う
登
記

事
項
証
明
書
等
の
交
付
の
請
求
に
関
す
る
手
数
料
を

改
め
る
こ
と
と
し
、
当
該
証
明
書
を
窓
口
で
交
付
す

る
場
合
の
手
数
料
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。（
第
三
条

第
一
項
〜
第
三
項
関
係
）

５

行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用

に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項

に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
行
う

概
要
記
録
事
項
証
明
書
の
交
付
に
つ
い
て
の
手
数
料

を
改
め
る
こ
と
と
し
、
当
該
証
明
書
を
窓
口
で
交
付

す
る
場
合
の
手
数
料
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。（
第
三

条
第
四
項
第
五
号
関
係
）

６

後
見
登
記
等
に
関
す
る
法
律
第
一
〇
条
の
規
定
に

よ
る
登
記
事
項
証
明
書
に
つ
い
て
の
手
数
料
を
改
め

る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
第
九
項
、
第
三
条
第
五
項

及
び
第
四
条
第
五
号
〜
第
六
号
関
係
）

７

不
動
産
登
記
法
第
一
四
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
筆
界
特
定
書
の
写
し
の
交
付
に
つ
い
て
の
手
数
料

を
改
め
る
こ
と
と
し
た
。（
第
九
条
第
一
項
関
係
）

◇
大
気
汚
染
防
止
法
及
び
水
質
汚
濁
防
止
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
（
政
令
第
二

一
号
）（
環
境
省
）

大
気
汚
染
防
止
法
及
び
水
質
汚
濁
防
止
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
（
平
成
二
二
年
法
律
第
三
一
号
）
の
施
行
期

日
を
平
成
二
三
年
四
月
一
日
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

（
政
令
第
二
二
号
）（
環
境
省
）

１

水
質
汚
濁
防
止
法
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
指
定

物
質
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。（
第
三
条
の
三
関
係
）

２

大
気
汚
染
防
止
法
及
び
水
質
汚
濁
防
止
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
二
年
法
律
第
三
一
号
。
以
下

「
改
正
法
」
と
い
う
。）の
施
行
に
伴
い
、
所
要
の
規
定

の
整
理
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

３

こ
の
政
令
は
、
改
正
法
の
施
行
の
日
（
平
成
二
三
年

四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

登
記
手
数
料
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に

公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
三
年
三
月
十
六
日

内
閣
総
理
大
臣

菅

人

政
令
第
二
十
号

登
記
手
数
料
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
商
業
登
記
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
二

十
五
号
）
第
十
三
条
第
一
項
（
他
の
法
令
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
四
十
九
条
第
六
項
（
同
法
及

び
他
の
法
令
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
電
子

情
報
処
理
組
織
に
よ
る
登
記
事
務
処
理
の
円
滑
化
の
た
め

の
措
置
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
年
法
律
第
三
十
三

号
）
第
三
条
第
三
項
、
動
産
及
び
債
権
の
譲
渡
の
対
抗
要

件
に
関
す
る
民
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年

法
律
第
百
四
号
）
第
二
十
一
条
第
一
項
、
後
見
登
記
等
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五
十
二
号
）
第
十

一
条
第
一
項
、
電
気
通
信
回
線
に
よ
る
登
記
情
報
の
提
供

に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）

第
四
条
第
四
項
並
び
に
不
動
産
登
記
法
（
平
成
十
六
年
法

律
第
百
二
十
三
号
）
第
百
十
九
条
第
三
項
（
同
法
及
び
他

の
法
令
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基

づ
き
、
並
び
に
鉱
業
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
八

十
九
号
）第
百
十
四
条
第
二
項
の
規
定
を
実
施
す
る
た
め
、

こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。
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